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1 はじめに
トランプゲームのコントラクトブリッジをする際、
手として配られた 13枚のカードを相手に見せないよ
うにする時に行う図 1のようなカードの持ち方をファ
ンニングという. ファンニングをする時のスートと数
字だけが自分に見えるようにするカードの角度は -30

度から 30 度くらいである. そこで, ファンニングし
たトランプのカードがなんであるかをコンピュータに
認識させるために以下の実験を行った. 本研究では,

cifar-10 を分類するサンプルプログラム [1]を利用し
て, トランプカードの角度を変えた時のスートと数字
を識別した. また, ここでは機械学習用のソフトウェア
ライブラリである Tensorflow を使用した cifar-10 と
いう 10のクラスで分けられている 32 × 32 ピクセル
のカラー画像のデータセットを識別する研究を参考に
した [2]

図 1: トランプ

2 実験準備
2.1 実験環境
以下の環境で実験を行った.

• CPU : AMD ryzen7 1700 3.4GHz

• Memory DDR4 : 2666MHz，16GB

• OS : Ubuntu16.04LTS

• GPU : NVIDIA Geforce1080ti(Memory : 11GB)

• Software : CUDA 10.0，python3.5.2，Tensor-

flow1.12.1

2.2 予備実験
cifar-10 では 10万回の学習で結果が得られる. また,

cifar-10 の学習画像は解像度 32 × 32 ピクセルであ
るため, 本研究でも最初は解像度 32 × 32 ピクセルで
10万回学習させた. 解像度 32 × 32 ピクセルで 10万
回学習させた結果, 学習時間が 1時間 15分で正解率
9.7%だった. 1万回学習させた結果, 実行時間が 4分
43秒で正解率が 9.6%だった. 正解率がほぼ変わらず,

学習時間が大幅に短縮されたので, 以降の学習回数は
いずれも 1万回とした.

2.3 画像データセットの作成
データセットには昨年の既存のデータであるトラン
プのカードの画像を使用し, 認識が楽なように最もシ
ンプルなスートと数字が描かれているBeeというトラ
ンプカード 52枚 1セットを選んだ. そしてそのカード
1枚 1枚をファンニングする時のカードを傾ける角度
の範囲である -30度から 30度まで 適当な角度である
5度ごとに角度を変え, cifar-10 のデータ構造に合うよ
うに用意した画像を元にデータセットを作成した.

3 実験
トランプ 1セット 52枚を用意し, 1枚 1枚 -30度か
ら 30度まで角度を変えた画像を 676枚作り, 角度を
変えた画像でもスートと数字を当てることができるの
かを実験した. また, 解像度によって正答率が変わる
のかを調べるために 24 × 24 ピクセル, 32 × 32 ピク
セル, 40 × 40 ピクセル, 48 × 48 ピクセル, 64 × 64

ピクセルのトランプのカードを用意した. 以下は各ピ
クセルごとの clubのAを 15度回転させた時の画像で
ある.図 2参照
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図 2: 各ピクセル数ごとのトランプの画像
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3.1 結果
ピクセルごとによる正解率は図 3, また学習時間は図

4のようになった.

図 3: 正解率

図 4: 学習時間

24 × 24 ピクセル
clubと diamondのように黒と赤で全く違うスー
トを取り出したり, 角度も 30度と-10度といった
全く違う度数を取り出してきて, 正解率は 0%と
なった.

32 × 32 ピクセル
clubと spadeのようにスートの色は一致するよう
になったが, 数字と角度は違うものを取り出して
くることが多かった.

40 × 40 ピクセル
スートと角度は一致するが異なる数字を取り出し
てくることがあった.

48 × 48 ピクセル
40 × 40 ピクセル から 48 × 48 ピクセルに解
像度を上げると 24 × 24 ピクセルの時と同じよ
うに clubと diamondのように黒と赤で全く違う
スートを取り出してくるようになった.

64 × 64 ピクセル
48 × 48 ピクセルよりは正解率が上がったが, 異
なる数字を取り出すようになった.

4 まとめ
結果を見てわかるように, 学習時間はピクセル数が
大きくなるとともに比例して増えることがわかる. ピ
クセル数の小さいトランプの正答率が下がったのは角
度を変えたときに解像度が小さすぎるため, スートと
数字が潰れてしまったからだと言える.

5 今後の課題
なぜ, 48 × 48 ピクセルの時に正解率が下がり, 64

× 64 ピクセルの時に正解率が回復したのかを突き止
めたいと思う. 今回一種類のトランプを使用し, スー
トと数字の一部分を切り取って角度を変えたものをコ
ンピュータに学習させ, 識別したが, 使用したトランプ
のカードは 1番シンプルなものであったため今回のよ
うな正解率を出すことができたが, 他の種類のトラン
プの場合ではどうなるのか, また, 変化させる角度の範
囲を広げた場合の学習時間や正解率はどうなるのかを
調べてみたい.
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